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平成29年３月期第２四半期累計期間および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 28 年８月 12 日に公表いたしました平成 29 年３月期第２四半期累計期間およ

び通期業績予想を、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．平成29年３月期第２四半期累計期間（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

四半期純利益 

1 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

2,978 
百万円 

93 
百万円 

75 
百万円 

28 
円 銭 

2.78 

今回発表予想(Ｂ) 2,747 △74 △200 △300 △28.99 

増減額(Ｂ－Ａ) △231 △167 △275 △328 

増減率（％） △7.7 ―   ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成28年３月期第２四半期） 
2,280 351 442 373 36.78 

（２）個別 

売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
1 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

1,704 
百万円 

42 
百万円 

38 
円 銭 

3.78 

今回発表予想(Ｂ) 1,582 △217 △288 △24.16 

増減額(Ｂ－Ａ) △122 △259 △326 

増減率（％） △7.1   ―   ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成28年３月期第２四半期） 
1,501 109 104 10.31 

＜第２四半期累計期間 業績予想の修正の理由＞ 

   第２四半期連結累計期間における業績予想につきましては、前回公表(平成 28 年８月 12 日)時点より、売上面に

おいて、製品事業では自動車関連市場の売上が好調であった一方、中国の光ファイバー関連市場において売上が低

調であったこと、また受託事業では国内および中国での受託元からの受注減の影響により、前回予想を下回る見込

みとなりました。 

損益面においては、売上高の減少および利益率の高い製品（光ファイバー関連、受託関連）の売上減少などで売

上構成差が変化したことより売上総利益率が悪化したことに加え、日本研紙株式会社の買収に伴う諸費用の追加発

生、米ドルに対する円高が進行したことによる為替差損の発生などにより、営業利益、経常利益、親会社に帰属す

る四半期純利益が前回予想を下回る見込みとなりました。 

  同累計期間における個別の業績予想につきましても、連結同様の理由で売上高、経常利益、四半期純利益共に前

回予想を下回る見込みとなりました。 



 

 

２．平成29年３月期通期（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

（１）連結 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社に帰属 

する当期純利益 

1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

6,831 
百万円 

479 
百万円 

432 
百万円 

302 
円 銭 

29.62 

今回発表予想(Ｂ) 6,439 77 △75 △232 △22.50 

増減額(Ｂ－Ａ) △392 △402 △507 △534  

増減率（％） △5.7 △83.9  ―   ―  

（ご参考）前期実績 

（平成28年３月期） 
4,204 508 513 323 31.79 

 

（２）個別 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

3,419 
百万円 

172 
百万円 

155 
円 銭 

15.25 

今回発表予想(Ｂ) 3,307 △270 △343 △33.71 

増減額(Ｂ－Ａ) △112 △442 △498  

増減率（％） △3.3   ―   ―  

（ご参考）前期実績 

（平成28年３月期） 
3,035 251 163 15.92 

 

＜通期 業績予想の修正の理由＞ 

通期連結累計期間における業績予想につきましては、売上面においては、第２四半期累計期間の内容に加え、下

期は半導体関連市場における機械装置の売上が増える一方、当初売上の回復を見込んでいた中国の光ファイバー関

連市場、および受託事業の販売に依然不透明感があることにより、売上が前回予想を下回る見込みとなりました。 

 

損益面につきましても、第２四半期累計期間と同様に、売上高の減少および利益率の高い製品（光ファイバー関

連、受託関連）の売上減少などにより売上構成差が変化したことで売上総利益率が悪化したことに加え、2017年２

月に予定している事業環境変化への対応とお客様の利便性向上を目的とした新宿への本社移転に伴う費用の発生や、

日本研紙株式会社の買収に伴い発生したのれんの償却などにより、営業利益、経常利益、親会社に帰属する当期純

利益が前回予想を下回る見込みとなりました。 

 

同累計期間における個別の業績予想につきましても、連結同様の理由により、売上高、経常利益、当期純利益共

に前回予想を下回る見込みとなりました。 

 

 

今後、業績予想の修正が必要となった場合は、速やかに開示いたします。 

 

 

 

（注） 上記の予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在し

ておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


